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【白井博文氏　初代山陽小野田市長に選出される】
　４月 24日に行われた市長選挙で、白井博文氏が初代山陽小野田市長に選出されました。翌 25日、初登庁した
新市長は記者会見で自らの考え、想いを熱く語りました。（2ページに「市長から市民のみなさんへのメッセージ」 
3 ページに記者会見の内容、市長選挙の結果を掲載しています。）
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10～11 休日応急医・各種相談の日程、5月のカレンダー
12 まるごとウォッチング
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14 青葉台分譲中、今月のおすすめ料理
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山
陽
小
野
田
市
の
み
な
さ
ん
、
今
回
の
選
挙
で
初
代
市
長
に
選
出
さ
れ
た
白
井
博
文
で
す
。
市
長
就
任
に
あ
た
り
、
広
報
の

紙
面
を
借
り
て
、
市
政
を
す
す
め
る
上
で
の
私
の
想
い
、
考
え
を
み
な
さ
ん
に
お
伝
え
し
ま
す
。

　

私
は
以
前
、
裁
判
官
の
任
に
就
い
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
職
業
柄
、
一
つ
と
こ
ろ
に
定
住
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
長

い
間
、
全
国
各
地
を
転
々
と
し
な
が
ら
、
遠
く
、
ふ
る
さ
と
へ
の
想
い
を
抱
い
て
い
た
の
で
す
。
や
が
て
、
定
年
を
迎
え
、
自

分
の
骨
を
埋
め
る
場
所
は
や
は
り
ふ
る
さ
と
し
か
な
い
、
ふ
る
さ
と
の
土
に
な
ろ
う
と
、
47
年
ぶ
り
に
小
野
田
の
地
に
戻
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
山
陽
小
野
田
市
の
行
政
を
あ
ず
か
る
立
場
と
な
っ
た
の
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
自
分
の
想
像
し
て

い
な
か
っ
た〞

思
わ
ぬ
事
態
〞
と
言
え
な
く
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
私
の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

私
は
、
多
様
な
考
え
や
対
立
す
る
意
見
を
尊
重
し
、
そ
れ
が
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
前
向
き
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
真
剣
に

取
り
上
げ
、
み
な
さ
ん
の
納
得
の
い
く
方
向
に
一
本
化
し
、
そ
れ
を
市
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
そ
れ
は
、
市
長

が
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
従
来
型
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
民
中
心
の
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
る
に
は

こ
の
手
法
こ
そ
が
最
良
の
も
の
だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
だ
れ
も
が
、
胸
の
内
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
秘
め
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
れ
を
新
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
原
動

力
に
す
れ
ば
、
当
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
も
必
ず
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
、
そ
う
信
じ
て
い
る
の
で
す
。
み
な
さ

ん
の
声
が
行
政
に
反
映
さ
れ
、
市
民
に
よ
る
手
づ
く
り
の
ま
ち
が
で
き
あ
が
っ
て
い
く
、
そ
の
よ
う
に
市
が
変
わ
っ
て
い
く
過

程
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
れ
が
ま
た
更
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
む
こ
と
で
し
ょ
う
。
私
の
役
目
は
、
そ
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
引
き
出
し
、
発
揮
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
り
だ
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
、
知
恵
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。
力
を
貸
し
て
く
だ
さ
い
。

　

私
と
二
人
三
脚
で
新
し
い
ま
ち
、
新
し
い
山
陽
小
野
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
と
も
に
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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市 長 選 開 票 結 果

投票区
当日
有権者数
（人）

投票率
（％）

本山 2,946 55.26
竜王 1,907 63.82
赤崎 2,713 62.66
須恵 3,228 58.52
叶松 1,288 58.07
中央 2,896 64.40

セメント町 897 66.78
第一小野田 2,807 60.17
第二小野田 726 62.67
有帆 3,778 62.63

第一揥山 4,395 60.71
第二揥山 1,865 69.17
高千帆 2,336 67.29
千崎 504 60.71
高泊 3,563 65.42
松ヶ瀬 137 89.78
森広 93 66.67
湯の峠 184 81.52
厚狭北 2,061 67.83
厚狭東 1,629 67.40
厚狭西 3,321 67.63
出合東 1,005 66.67
出合西 1,735 61.90
厚狭南 724 70.30
厚陽 1,651 68.50
梶 435 76.09

津布田 1,137 57.26
埴生東 1,212 67.99
中村 1,514 59.97
埴生西 1,096 62.68
福田 212 69.34
合計 53,995 63.58

【当日有権者数と投票率】

白 井 博 文 氏 22,726

石 川 宜 信 氏 11,311
（投票総数） 34,332人
（有効投票数） 34,037人
（投票率）     63.58 %

ー 

市
長
に
選
ば
れ
た
今
の
率
直
な
気
持
ち

を
き
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

山
積
す
る
難
問
に
対
処
し
、
新
市
の
ま

ち
づ
く
り
を
何
と
し
て
で
も
成
功
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
使
命
感
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

ー 

市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
ま
す
か
。

　

次
な
る
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、
今

は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
回
、
全
国
で
行

わ
れ
た
『
平
成
の
大
合
併
』
に
つ
い
て
は
、

国
が
、
施
策
で
市
町
村
の
数
を
少
な
く
し

よ
う
と
い
う
こ
と
か
ら
は
じ
ま
っ
た
も
の

で
あ
り
、
合
併
特
例
法
と
い
う
「
ア
メ
」

と
「
ム
チ
」
を
考
慮
し
た
結
果
、
こ
の
地

域
は
旧
小
野
田
市
と
旧
山
陽
町
と
の
合
併

を
選
択
し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
新
た
な

る
枠
組
み
で
の
合
併
が
話
し
合
わ
れ
る
と

す
れ
ば
、
第
二
次
「
平
成
の
大
合
併
」
が

国
の
施
策
で
行
わ
れ
る
と
き
だ
と
思
い
ま

す
。
当
面
は
そ
う
い
っ
た
国
の
動
き
と
無

関
係
に
山
陽
小
野
田
市
と
し
て
、
独
自
に

合
併
論
議
を
は
じ
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

ー 

市
政
を
運
営
し
て
い
く
上
で
の
基
本
姿

勢
を
き
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
ず
行
政
か
ら
徹
底
し
て
ム
ダ
を
な
く

し
、
市
の
財
政
問
題
に
対
処
し
ま
す
。
も

う
一
つ
は
、
市
民
の
声
を
行
政
に
反
映
さ

せ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
行
政
に
関
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
す
る
審
議
会
を
設

置
し
ま
す
。
公
募
に
よ
り
集
ま
っ
た
市
民

の
み
な
さ
ん
に
、
ま
ず
は
し
っ
か
り
議
論

し
て
い
た
だ
く
、
そ
し
て
、
そ
の
内
容
を

広
報
等
を
通
じ
て
常
に
情
報
提
供
し
、
み

な
さ
ん
も
と
も
に
考
え
て
も
ら
う
、
そ
の

よ
う
な
「
し
く
み
」
を
つ
く
り
ま
す
。
そ

の
過
程
で
生
ま
れ
る
多
様
な
意
見
を
整
理

し
、
調
整
す
る
の
が
私
の
役
目
で
す
。

ー 

具
体
的
に
は
？

　

早
速
、
市
長
以
下
、
三
役
（
市
長
、
助

役
、
収
入
役
）
の
報
酬
を
見
直
す
協
議
を

審
議
会
で
は
じ
め
ま
す
。
も
う
一
つ
、
旧

山
陽
町
の
住
民
の
み
な
さ
ん
の
お
考
え
を

市
政
に
反
映
す
る
た
め
の
地
域
審
議
会
も

設
置
し
ま
す
。
合
併
に
よ
り
生
じ
た
両
市

町
の
「
摩
擦
」
を
解
消
す
る
の
が
目
的
で

す
。
ま
た
「
山
陽
小
野
田
市
」
と
い
う
市

の
名
称
に
つ
い
て
、
小
野
田
、
山
陽
地
区

で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
私
た
ち

の
ふ
る
さ
と
の
名
前
が
「
山
陽
小
野
田
市
」

で
い
い
で
す
か
、
と
市
民
の
み
な
さ
ん
に

ご
意
見
を
お
伺
い
し
た
い
の
で
す
。

ー 

審
議
会
な
ど
で
意
見
が
食
い
違
っ
た
と

き
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？

　

確
か
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
も
起
こ
る
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
論
議
の
過
程
で
起
こ

る
意
見
の
食
い
違
い
な
ど
、
そ
の
す
べ
て

を
広
報
等
を
通
じ
て
常
に
市
民
に
情
報
を

提
供
し
ま
す
。
も
し
、
そ
れ
が
大
き
い
問

題
な
ら
、
住
民
投
票
を
お
こ
な
い
ま
す
。

そ
の
他
の
問
題
は
、
最
後
ま
で
調
整
に
努

め
ま
す
。
決
し
て
、
少
数
派
を
切
り
捨
て

て
い
く
と
い
う
や
り
方
は
し
ま
せ
ん
。
徹

底
し
て
議
論
を
尽
く
す
と
と
も
に
、
そ
の

過
程
を
市
民
に
公
開
す
る
。
そ
う
す
れ
ば
、

最
後
は
多
数
の
市
民
の
み
な
さ
ん
が
お
考

え
の
と
こ
ろ
に
落
ち
着
く
は
ず
で
す
。
私

は
市
民
、
一
人
ひ
と
り
の
良
識
を
信
じ
て

い
ま
す
。

▲職員に迎えられ市役所に初登庁する白井市長

市

会

見

者

記

長

（
４
月
25
日　

市
役
所
に
て)
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情報ひろば

健
康
だ
よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー　
　
　

☎
84
・
１
２
２
０

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー　

☎
71
・
１
８
１
４

　

母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
13
日
㈮

13
時
30
分
〜
14
時
30
分（
受
付
時
間
）

●
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

旧
小
野
田
市
在
住
で
平
成
15
年
11

月
生
ま
れ
の
幼
児
と
未
診
査
児

※
歯
を
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

※
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
1
歳
6
か
月
児

　

健
診
は
、
偶
数
月
に
行
わ
れ
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
、
問
診
票
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

■
旧
小
野
田
市
在
住
の
幼
児

○
と
き　

５
月
27
日
㈮

13
時
〜
14
時
30
分
（
受
付
時
間
）

○
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象　

旧
小
野
田
市
在
住
で
平
成
14
年
５

月
生
ま
れ
の
幼
児
と
未
診
査
児

■
旧
山
陽
町
在
住
の
幼
児

○
と
き　

５
月
18
日
㈬

13
時
〜
14
時
30
分
（
受
付
時
間
）

○
と
こ
ろ　

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

○
対
象　

旧
山
陽
町
在
住
で
平
成
14
年
２
月

〜
３
月
生
ま
れ
の
幼
児
と
未
診
査
児

※
歯
を
き
れ
い
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
尿

検
査
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
耳
と
目
の
検

査
は
家
庭
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
日
時
等
ご
都
合
の
悪
い
人
は
各
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

母
子
健
康
手
帳
、
乳
児
健
康
診
査
票
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

生
後
１
・
３
・
７
か
月
児

あ
さ
ひ
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎　
71
・
０
１
４
８
）
毎
週
水
・
土
曜
日

14
時
〜
15
時（
要
予
約
）

砂
川
小
児
科
医
院

（
☎　
83
・
８
１
８
５
）
毎
週
火
曜
日

　

14
時
〜
16
時

た
か
は
し
小
児
科
医
院

（
☎　
81
・
５
１
８
１
）
毎
週
火
曜
日

　

14
時
〜
15
時

野
原
小
児
科
医
院

（
☎　
83
・
４
８
５
４
）
毎
週
月
・
火
・
木
曜
日

14
時
〜
15
時（
要
予
約
）

山
口
労
災
病
院
小
児
科

（
☎　
83
・
２
８
８
１
）
毎
週
火
・
木
曜
日

　

13
時
30
分
〜
14
時

吉

武

医

院

（
☎　
72
・
１
１
１
０
）
毎
週
火
・
木
曜
日

11
時
〜
12
時（
要
予
約
）

吉
武
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
☎　
73
・
０
０
９
５
）
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜
日

16
時
〜
17
時（
要
予
約
）

市
立
小
野
田
市
民
病
院

小

児

科

（
☎　
83
・
２
３
５
５
）
毎
週
木
曜
日

　

13
時
30
分
〜
15
時

市
立
山
陽
市
民
病
院

小

児

科

（
☎　
72
・
１
１
２
１
）
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

　

10
時
〜
11
時

※
各
医
療
機
関
に
お
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

３

歳

児

健

康

診

査

１
歳
６
か
月
児
健
康
診
査

乳

児

健

康

診

査

　

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
程　

９
時
〜
11
時
（
受
付
時
間
）

５
月
12
日
㈭

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

５
月
19
日
㈭

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

乳
幼
児

●
内
容　

乳
幼
児
の
身
体
計
測
、
育
児
相

談
・
栄
養
相
談

　

お
母
さ
ん
同
士
お
話
し
な
が
ら
、
小
物
づ

く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
と
き　

５
月
19
日
㈭　
10
時
〜
11
時
30
分

●
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

０
〜
１
歳
３
か
月
児
の
母
親

●
内
容　

風
車

　

母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
５
月
20
日
㈮　
13
時
15
分
〜
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　
生
後
３
〜
８
か
月
の
乳
児
と
保
護
者

●
内
容

　

小
児
科
医
に
よ
る
講
話
「
子
ど
も
の
病
気

と
そ
の
予
防
」、
離
乳
食
試
食

　

あ
な
た
も
こ
れ
を
機
会
に
禁
煙
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
開
催
期
間　

６
月
１
日
㈬
〜
７
月
31
日
㈰

●
申
込
期
限　

５
月
25
日
㈬

●
申
込
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

す

く

す

く

相

談

育

児

学

級

禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
マ
ラ
ソ
ン

●
日
程　

９
時
30
分
〜
11
時

５
月
11
日
㈬

赤
崎
公
民
館

５
月
18
日
㈬

有
帆
公
民
館

５
月
23
日
㈪

高
泊
公
民
館

５
月
24
日
㈫

本
山
公
民
館

●
内
容　

は
つ
ら
つ
山
口
健
康
体
操
ほ
か

※
健
康
手
帳
、
運
動
の
で
き
る
服
装
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

●
と
き　
５
月
20
日
㈮　
14
時
30
分
〜
15
時
30
分

●
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

体
す
っ
き
り
！
ニ
コ
ニ
コ
体
操

先
輩
マ
マ
と
話
し
て
み
ま
せ
ん
か

す
く
す
く
ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル

●
と
き　

５
月
17
日
㈫　

10
時
〜
11
時
30
分

●
と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
容　

ダ
ン
ベ
ル
体
操

※
健
康
手
帳
、
運
動
の
で
き
る
服
装
を
ご
用

意
く
だ
さ
い
。

健

康

体

操

●
対
象　
妊
婦

●
内
容　

赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
体
験
、
先
輩

マ
マ
と
の
情
報
交
換
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募
集
・
試
験

消
費
生
活
相
談
│
こ
ん
な
と
き

ど
う
す
る
│

●
日
程　
７
時
30
分
〜
８
時
45
分
（
受
付
時
間
）

５
月
19
日
㈭

本
山
公
民
館

５
月
20
日
㈮

赤
崎
公
民
館

５
月
23
日
㈪

須
恵
公
民
館

５
月
24
日
㈫

市
民
館

５
月
25
日
㈬

高
泊
公
民
館

５
月
28
日
㈯

保
健
セ
ン
タ
ー

５
月
30
日
㈪

有
帆
公
民
館

５
月
31
日
㈫

Ｊ
Ａ
山
口
宇
部
高
千
帆
支
所

※
山
陽
地
区
に
つ
い
て
は
、
６
月
１
日
号
の

　

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
対
象　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
の
人（
胃

の
病
気
で
治
療
中
、
経
過
観
察
中
の
人
は

除
く
）

●
検
査
方
法　
問
診
・
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影

●
料
金　

１
２
０
０
円

※
前
日
の
夜
９
時
以
降
の
飲
食
、
喫
煙
は
し

な
い
で
く
だ
さ
い
。

●
申
込
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

●
日
程　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分
（
受
付
時
間
）

５
月
26
日
㈭
・
31
日
㈫

６
月
３
日
㈮

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

６
月
１
日
㈬
・
２
日
㈭

埴
生
公
民
館

●
対
象　

市
内
在
住
の
40
歳
以
上
で
和
暦
が

奇
数
年
生
ま
れ
の
女
性

●
検
査
方
法　

問
診
・
視
診
・
触
診
・
マ
ン

モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査

●
料
金　

２
０
０
０
円

●
申
込
先　

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

胃

が

ん

集

団

検

診

乳

が

ん

集

団

検

診

●
日
程　

13
時
30
分
〜
14
時
30
分

５
月
30
日
㈪
・
31
日
㈫
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

６
月
１
日
㈬

埴
生
公
民
館

６
月
６
日
㈪

須
恵
公
民
館

６
月
８
日
㈬

赤
崎
公
民
館

６
月
11
日
㈯

保
健
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

市
内
在
住
の
20
歳
以
上
で
和
暦
が

奇
数
年
生
ま
れ
の
女
性

●
料
金　

１
０
０
０
円

●
申
込
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー
、
山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

子
宮
が
ん
集
団
検
診

※
集
団
検
診
は
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、

老
人
医
療
受
給
者
、
生
活
保
護
受
給
者

は
無
料
で
す
。
受
診
の
際
に
は
、
保
険

証
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

■
上
級
試
験

○
対
象　

昭
和
51
年
４
月
２
日
〜
昭
和
59
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人
、
ま
た
は
昭
和
59
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
4
年
制
以
上
の
大

学
を
卒
業
（
見
込
み
を
含
む
）
し
た
人

山
口
県
職
員
採
用
試
験

■
技
術
幹
部

○
対
象　

大
学
の
理
学
部
ま
た
は
工
学
部
に

お
い
て
規
定
の
学
科
を
専
攻
し
、
卒
業
後

２
年
以
上
そ
れ
ら
に
関
連
し
た
技
術
の
業

務
経
験
お
よ
び
年
齢
に
対
応
す
る
卒
業
後

の
経
過
年
数
を
有
す
る
人

■
技
術
海
曹

○
対
象

【
免
許
の
部
】　

平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
、

20
歳
以
上
で
各
種
国
家
資
格
を
有
す
る
人

【
大
学
・
短
大
・
高
専
卒
の
部
】　

平
成
18

年
４
月
１
日
に
20
歳
以
上
で
大
学
（
工
科

系
）、
短
期
大
学
ま
た
は
高
等
専
門
学
校

を
卒
業
（
卒
業
見
込
み
を
含
む
）
し
た
人

で
、
規
定
の
経
過
年
数
お
よ
び
業
務
経
験

を
有
す
る
人

▼
受
付
期
間

　

５
月
９
日
㈪
〜
５
月
27
日
㈮　
（
必
着
）

▼
第
1
次
試
験
日　

7
月
4
日
㈪

▼
問
い
合
せ
先　

自
衛
隊
宇
部
募
集
事
務
所

（
☎
31
・
４
３
５
５
）

○
受
付
期
間　

５
月
13
日
㈮
〜
６
月
３
日
㈮

○
第
１
次
試
験
日　

６
月
26
日
㈰

■
警
察
官
Ａ
（
男
性
・
女
性
）

○
対
象　

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

で
4
年
制
以
上
の
大
学
を
卒
業
（
見
込
み

を
含
む
）
し
た
人

○
受
付
期
間　

５
月
13
日
㈮
〜
６
月
10
日
㈮

○
第
１
次
試
験
日　

７
月
10
日
㈰

▼
問
い
合
せ
先

　

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
☎
０
８
３
・
９
３
３
・
４
４
７
４
）

海
上
自
衛
隊
採
用
試
験

　

日
用
雑
貨
を
100
円
で
販
売
し
て
い
る
会
場
に

行
っ
た
と
こ
ろ
、「
健
康
食
品
を
服
用
し
な
い
と

3
年
以
内
に
脳
の
血
管
が
詰
ま
る
病
気
に
な
る
」

と
言
わ
れ
、
大
量
の
健
康
食
品
を
購
入
し
た
が
、

家
族
に
反
対
さ
れ
た
の
で
解
約
し
た
い
。

Ｓ
Ｆ
商
法
（
催
眠
商
法
）

【
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
】

　

日
用
雑
貨
な
ど
を
無
料
か
無
料
同
然
で
配
っ
て

人
を
集
め
、
最
後
に
高
額
な
商
品
の
販
売
を
す
る

商
法
を
『
Ｓ
Ｆ
商
法
（
催
眠
商
法
）』
と
言
い
ま

す
。
こ
の
商
法
は
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日

か
ら
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、こ
の
事
例
の
よ
う
に
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
が
過
ぎ
た
場
合
で
も
、
販
売

時
の
虚
偽
の
説
明
を
信
じ
て
契
約
し
た
場
合
に
は
、

解
約
交
渉
が
可
能
で
す
。
健
康
食
品
は
医
薬
品
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
食
品
で
す
か
ら
、
病
気
が

治
療
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
何
年
分
も

の
多
量
の
商
品
を
一
度
に
契
約
し
な
い
で
、
1
〜

2
か
月
程
度
、
自
分
に
合
う
か
ど
う
か
を
試
し
て

か
ら
購
入
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

■
問
い
合
せ
先

　

商
工
労
働
課
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
82
・
１
１
５
０

　

山
陽
総
合
事
務
所
産
業
課
消
費
生
活
相
談
窓
口

☎
71
・
１
６
４
２

　
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
（
契
約
解
除
）
期
間
が
過

ぎ
て
い
た
の
で
、
販
売
時
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
の

問
題
点
を
理
由
に
し
た
契
約
取
消
し
通
知
を
、
業

者
に
内
容
証
明
郵
便
で
郵
送
す
る
よ
う
助
言
し
た
。
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こ

こ
ろき

ょ
う
い
く
掲
示
板

■
パ
ソ
コ
ン
・
エ
ク
セ
ル
講
習

○
と
き　

５
月
27
日
㈮
〜
６
月
28
日
㈫

　

毎
週
火
・
金　

18
時
〜
21
時　

合
計
10
回

○
対
象　

16
歳
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
・

エ
ク
セ
ル
の
基
本
を
習
得
し
よ
う
と
す
る

人
で
、
キ
ー
ボ
ー
ド
基
本
操
作
の
で
き
る

人
（
在
職
者
等
）

○
内
容　

表
計
算
、グ
ラ
フ
作
成
、デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
作
成
の
演
習

○
費
用　

８
千
円（
テ
キ
ス
ト
用
紙
代
等
含
む
）

○
申
込
期
限　

５
月
18
日
㈬
（
必
着
）

パ

ソ

コ

ン

講

習

　

文
化
会
館
で
は
、
自
主
事
業
の
運
営
な
ど

の
活
動
を
行
う
実
行
委
員
会
の
委
員
（
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
）
を
募
集
し
ま
す
。
経

験
の
な
い
人
も
ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
活
動
内
容

①
自
主
事
業
の
企
画
立
案
に
対
す
る
提
言

②
自
主
事
業
の
ホ
ー
ル
運
営
（
受
付
、
会
場

整
理
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
等
）

●
活
動
期
間　

平
成
18
年
３
月
31
日
ま
で

※
自
主
事
業
は
、年
間
10
回
程
度
実
施
し
ま
す
。

●
募
集
人
数　

20
人
（
先
着
順
）

●
応
募
期
間　

５
月
11
日
㈬
〜
６
月
10
日
㈮

●
対
象　

市
内
在
住
の
16
歳
以
上
（
高
校
生

以
上
）
の
人

●
応
募
方
法　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
う
え
、文
化
会
館
ま
で
郵
送
、フ
ァ
ッ

ク
ス
ま
た
は
持
参

●
問
い
合
せ
・
応
募
先

　

〒
757
‐
０
０
０
２　
大
字
郡
１
７
５
４

　

文
化
会
館
（
☎
71
・
１
０
０
０　

　

℻
　

71
・
１
０
０
２)

山
陽
小
野
田
市
文
化
会
館

実
行
委
員
会
委
員
募
集

●
資
格　

市
内
在
住
の
人
で
あ
れ
ば
、
教
員

免
許
な
ど
の
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
内
容　

市
内
の
小
学
校
、
松
原
分
校
小
学

部
で
の
個
別
指
導

○
算
数
科
の
指
導
（
計
算
）

○
家
庭
科
の
指
導
（
裁
縫
、
調
理
）

○
書
写
の
指
導
（
硬
筆
、
毛
筆
）　

な
ど

●
申
込
期
限　

５
月
31
日
㈫

●
申
込
先　

学
校
教
育
課
、市
内
各
小
学
校
、

各
公
民
館

※
募
集
要
項
・
申
込
書
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

●
問
い
合
せ
先

　

学
校
教
育
課（
☎
82
・
１
２
０
１
）

学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
と
き　

毎
週
月
曜
日　
19
時
30
分
〜
21
時
30

分
●
と
こ
ろ　

小
野
田
中
学
校
体
育
館

●
対
象　
市
内
在
住
・
在
職
者
で
初
心
者
の
方

●
募
集
人
員　

30
名

●
受
講
料　

月
額
300
円

●
問
い
合
せ
・
申
込
先

　

体
育
振
興
課
（
☎
84
・
２
４
３
０
）

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
団
地
名
・
募
集
戸
数

【
一
般
世
帯
向
け
住
宅
│
３
Ｄ
Ｋ
│
】

※
一
人
で
の
申
込
み
不
可

　

古
開
作
…
２
戸　
　

平　

原
…
２
戸

　

叶　

松
…
１
戸　
　

本　

山
…
１
戸

　

桜　

山
…
２
戸　
　

第
二
古
開
作
…
１
戸

　

萩　

原
…
２
戸　
　

杣　

尻
…
３
戸

【
単
身
世
帯
向
け
住
宅
│
２
Ｄ
Ｋ
│
】

　
　
　

山
…
１
戸
（
一
人
で
の
申
込
可
）

※
募
集
戸
数
が
２
戸
以
上
あ
る
団
地
は
、
高

齢
者
、
障
害
者
、
母
子
世
帯
な
ど
一
定
の

要
件
を
満
た
す
人
を
対
象
と
す
る
優
先
枠

を
設
け
ま
す
。

●
入
居
申
込
書
の
郵
送
期
間

　

５
月
20
日
㈮
〜
31
日
㈫
（
消
印
有
効
）

●
入
居
申
込
書
の
送
付
・
問
い
合
せ
先

　

〒
755
‐
０
０
３
３　
宇
部
市
琴
芝
町
１
‐
１
‐
50（
宇

部
土
木
建
築
事
務
所
内
）

　
山
口
県
住
宅
供
給
公
社
宇
部
支
所
（
☎
37
・
０
８
７
８
）

初
心
者
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

■
パ
ソ
コ
ン
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座

○
と
き　

５
月
28
日
㈯　

13
時
〜
18
時

　
　
　
　

５
月
29
日
㈰　

９
時
〜
17
時

○
対
象　

16
歳
以
上
で
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル
の
基

礎
を
習
得
し
よ
う
と
す
る
人（
在
職
者
等
）

○
内
容　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索
、
電
子
メ
ー

ル
の
作
成

○
費
用　

４
千
円（
テ
キ
ス
ト
用
紙
代
等
含
む
）

○
申
込
期
限　

５
月
20
日
㈮
（
必
着
）

▼
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
、
講
座
名
、
講
座
月
を
明
記
し

送
付

▼
定
員　

各
20
人

▼
受
講
会
場
・
問
い
合
せ
・
申
込
先

　

〒
752
‐
０
９
２
２　
下
関
市
千
鳥
ヶ
丘
町
21
‐
３

　

山
口
県
立
西
部
高
等
産
業
技
術
学
校

（
☎
０
８
３
２
・
48
・
３
５
０
５
）

　
新
市
に
お
い
て
、
旧
小
野
田
地
区
と
旧
山
陽
地

区
の
学
校
19
校
が
一
緒
に
な
っ
て
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
し
て
か
ら
、
１
か
月
余
り
が
過
ぎ
ま
し
た
。

　
『
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
』
の
基
本
方
針
の
一

つ
に
、「
夢
と
生
き
が
い
を
も
ち
、
魅
力
と
個
性

あ
る
教
育
・
文
化
づ
く
り
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
て
学
校
教
育
は
、
生
涯
学
習
の
基
礎
を
培

う
と
い
う
観
点
に
立
ち
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
に
お

い
て
、
児
童
・
生
徒
が
夢
や
希
望
を
も
ち
、
人
や

社
会
と
関
わ
り
な
が
ら
、
心
豊
か
に
主
体
的
・
創

造
的
に
生
き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
そ
の

資
質
や
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
を
基
本
に
置
き
、

①
よ
さ
や
可
能
性
を
生
か
す
教
育
の
推
進
、
②
豊

か
な
心
を
育
む
教
育
の
推
進
、
③
た
く
ま
し
く
生

き
抜
く
力
や
体
力
を
培
う
教
育
の
推
進
、
④
特
色

あ
る
学
校
教
育
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

各
学
校
で
は
、
め
ざ
す
教
育
目
標
や
、
具
体
的

な
チ
ャ
レ
ン
ジ
目
標
を
設
定
し
、
家
庭
や
地
域
社
会

と
と
も
に
目
標
を
共
有
・
達
成
し
て
い
く
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
ま
す
。
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
の
学
校

が
、
ど
の
よ
う
な
子
ど
も
の
育
成
を
め
ざ
し
て
い
る

か
ご
存
じ
で
す
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
が
、
学
校
だ

よ
り
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
な
ど
、
保
護
者
に
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
地
域
の
人
た
ち
に
向
け
た
情
報
発
信
を

行
っ
て
い
ま
す
。各
小
中
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
学
校
教
育
課
）

〜
ご
存
じ
で
す
か
？　
地
域
の
学
校
の
教
育
目
標
〜

5月 31日㈫は、固定資産税・都市計画税と軽自動車税の第1期納期限です
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2

理
大

　

10
月
１
日
現
在
で
全
国
い
っ
せ
い
に
「
平

成
17
年
国
勢
調
査
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
日

本
に
住
ん
で
い
る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
５

年
ご
と
に
行
わ
れ
る
大
規
模
な
統
計
調
査
で

す
。

　

今
回
の
調
査
は
、
人
口
の
転
換
期
に
あ
る

わ
が
国
の
最
新
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た

い
へ
ん
重
要
な
調
査
で
、
そ
の
調
査
結
果
は

少
子
高
齢
社
会
へ
の
取
組
み
や
み
な
さ
ん
の

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
せ
先　

企
画
広
報
課

（
☎
82
・
１
１
３
０
）

今
年
は
国
勢
調
査
の
年

　

平
成
17
年
４
月
18
日
付
で
左
記
の
業
者

を
市
水
道
局
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
指
定
し
ま
し
た
。

長
尾
熔
接
所

　

宇
部
市
大
字
船
木
１
３
９
５
の
１

（
☎
67
・
０
２
６
８
）

大
日
グ
ル
ー
プ
株
式
会
社

　

山
陽
小
野
田
市
赤
崎
一
丁
目
５
の
10

（
☎
88
・
２
４
５
０
）

指

定

給

水

装

置

工

事

事
業
者
の
指
定
の
お
知
ら
せ

　

県
で
は
、
荒
廃
が
深
刻
化
す
る
森
林
を
適

正
に
整
備
し
、
そ
の
森
林
を
県
民
共
有
の
財

産
と
し
て
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、
4
月

か
ら
「
や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税
」
を

導
入
し
ま
し
た
。

●
年
税
額
・
対
象

○
個
人　

500
円

　

県
内
に
住
所
が
あ
る
人
、
ま
た
は
県
内
に

事
務
所
、
事
業
所
ま
た
は
家
屋
敷
を
も
っ

て
い
る
人

○
法
人　

千
円
〜
４
万
円
（
県
民
税
均
等
割

額
の
５
％
相
当
額
）

　

県
内
に
事
務
所
、
事
業
所
の
あ
る
法
人
等

●
納
付
方
法　

県
民
税
「
均
等
割
」
に
加
算

●
問
い
合
せ
先　

県
税
務
課

（
☎
０
８
３
・
９
３
３
・
２
２
７
５
）

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.yam

agu
ch
i.lg.jp

/
gyo
sei/zeim

u
/in
d
ex.h

tm

や
ま
ぐ
ち
森
林
づ
く
り
県
民
税

４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　

国
、
県
、
市
の
業
務
に
つ
い
て
、「
気
に

な
る
こ
と
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
」「
制

度
や
手
続
き
が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
の
相
談

事
を
お
持
ち
の
人
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
行
政
相
談
委
員

　

藤
本
英
子
（
郷　
　
　

☎
83
・
６
９
４
５
）

　

衛
藤
弘
光
（
稲
荷
町　

☎
83
・
６
９
６
９
）

　

吉
中
盛
雄
（
鳥
越
一　

☎
75
・
０
０
０
８
）

５
月
16
日
㈪
〜
22
日
㈰
は

行

政

相

談

週

間

で

す

　

こ
の
度
、
当
大
学
の
研
究
グ
ル
ー
プ
「
目
で
見

る
英
語
研
究
会
」
が
、
画
期
的
な
英
語
教
材
Ｃ
Ｄ
・

目
で
見
る
英
語
発
音
の
し
く
み
（
子
音
編
）
を
開
発

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
国
際
的
に
評
価
の
低
い
日
本

人
の
英
語
の
発
音
を
な
ん
と
か
改
善
し
よ
う
と
、
液

晶
研
究
所
所
長
・
小
林
駿
介
教
授
の
指
導
の
も
と
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ・エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
見
山
友
裕・

電
子
・
情
報
工
学
科
助
教
授
が
担
当
）
と
英
語
（
島

幸
子
・
一
般
基
礎
教
授
が
担
当
）
と
を
結
合
さ
せ

て
開
発
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
Ｃ
Ｄ
を
パ
ソ
コ
ン
で
開
く
と
、
日
本
人
が

苦
手
な
英
語
音
の
発
音
を
耳
で
確
認
す
る
と
同
時

に
、画
面
上
で
、発
音
し
た
時
の
口
腔
内
の
断
面
図・

正
面
図
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
う
え
、
口
腔
内
で

舌
や
唇
、
歯
、
息
が
ど
の
よ
う
に
動
い
て
い
る
か

を
画
像
で
確
認
で
き
ま
す
。
音
声
の
み
や
動
き
の

な
い
紙
の
上
の
絵
表
示
だ
け
と
い
う
こ
れ
ま
で
の

発
音
教
材
と
は
違
い
、
外
か
ら
見
え
な
い
口
腔
内

で
の
音
づ
く
り
が
分
か
る
の
で
、
正
し
い
発
音
が

学
び
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
語
に
な
い
音
の
聞
き
分
け
が
で
き
る
よ
う

に
な
る
に
は
、
正
確
な
英
語
音
が
言
語
脳
に
イ
ン

プ
ッ
ト
（
入
力
）
さ
れ
る
こ
と
が
大
切
で
、
発
音

の
訓
練
を
す
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
リ
ス
ニ
ン
グ

上
達
へ
の
最
短
距
離
と
な
り
ま
す
。
学
校
で
の
英

語
教
育
に
欠
か
せ
な
い
基
礎
訓
練
、
06
年
度
か
ら

始
ま
る
セ
ン
タ
ー
入
試
の
リ
ス
ニ
ン
グ
導
入
対
策
、

英
語
能
力
テ
ス
ト
で
あ
る
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
・
Ｔ
Ｏ
Ｅ

Ｆ
Ｌ
の
高
得
点
取
得
に
と
、
こ
の
Ｃ
Ｄ
は
さ
ま
ざ

な
場
面
で
活
用
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
見
山
助

教
授
の
研
究
室
（
☎
℻
88
・
４
５
５
０
）
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

目
で
見
る
英
語
・
発
音
の
し
く
み

　
　

〜
正
し
い
英
語
音
の
習
得
に
新
教
材
開
発
〜

●
対
象

　

紙
お
む
つ
等
を
常
時
必
要
と
す
る
在
宅
の

寝
た
き
り
老
人
や
重
度
心
身
障
害
者
で
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
を
介
護

し
て
い
る
家
族

●
申
請
方
法

　

給
付
を
希
望
す
る
人
は
、
高
齢
障
害
課
に

備
え
付
け
の
認
定
申
請
書
を
提
出

●
問
い
合
せ
・
申
請
先

　

高
齢
障
害
課
高
齢
福
祉
係

（
☎
82
・
１
１
７
１
）

紙
お
む
つ
等
給
付
事
業

●
対
象
者

○
大
正
15
年
４
月
１
日
以
前
に
出
生
し
て
い

る
在
日
外
国
人
で
制
度
上
の
関
係
で
年
金

に
加
入
で
き
な
か
っ
た
人

○
所
得
額
が
国
民
年
金
法
施
行
令
等
の
一
部

を
改
正
す
る
政
令
に
定
め
る
額（
制
限
額
）

以
内
で
あ
る
こ
と

○
公
的
年
金
や
他
の
自
治
体
の
特
別
給
付
金

等
の
公
的
支
援
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

●
申
請
書
類
等

　

申
請
書
、
登
録
原
票
記
載
事
項
証
明
書
、

本
人
お
よ
び
扶
養
義
務
者
の
市
県
民
税
所

得
証
明
書
等

●
支
給
額　

月
額
１
万
円
（
年
４
回
支
給
）

●
問
い
合
せ
・
申
請
先

　

高
齢
障
害
課
高
齢
福
祉
係

（
☎
82
・
１
１
７
１
）

特
別
給
付
金
の
支
給

5月 31日㈫は、固定資産税・都市計画税と軽自動車税の第1期納期限です
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催

し

花いっぱい運動
　山陽小野田市では花づくりを通した、ふれあいとうるおいに満ちたあた
たかいまちづくりを目指して、「花いっぱい運動」を展開しています。

■問い合せ先　生涯学習課（☎82・1203）　

市

民

ゴ

ル

フ

大

会

●
と
き　

５
月
29
日
㈰

●
場
所　

朝
陽
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

●
対
象　

市
内
在
住
ま
た
は
在
職
の
人

●
費
用　

１
万
３
千
円
（
諸
経
費
、参
加
料
、

昼
食
代
を
含
む
）

※
団
体
戦
参
加
チ
ー
ム
は
、
別
途
千
円
が
必

要
で
す
。

●
申
込
方
法　

４
人
１
組
で
ゴ
ル
フ
場
に
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
３
人
以
下
で
の
申

込
み
の
場
合
は
、
組
合
せ
を
ゴ
ル
フ
場
に

一
任
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限　

５
月
23
日
㈪

●
問
い
合
せ
先

　

教
育
委
員
会
山
陽
分
局（
☎
71
・
１
６
１
２
）

　

朝
陽
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　
（
☎
72
・
０
６
５
９
／
℻
　

73
・
１
９
５
７
）

■
く
ら
し
の
相
談
員
（
県
）

　

消
費
生
活
に
つ
い
て
の
相
談
を
お
聞
き
し

ま
す
。

阿
部　

正
昭
（
加
藤
上　

☎
73
・
０
３
７
９
）

古
谷　

悦
子
（
丸
河
内　

☎
83
・
８
２
１
８
）

※
旧
小
野
田
市
の
消
費
生
活
モ
ニ
タ
ー
は
平

成
16
年
度
を
も
っ
て
廃
止
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
く
ら
し
の

相
談
員
が
決
ま
り
ま
し
た

情報公開制度の実施状況
旧小野田市（平成16年4月1日～平成17年3月21日）
請求件数 公開 部分公開 非公開 不存在 取り下げ

市長部局 ８ ３ ３ ０ ２ ０
その他 13 １ ６ ０ ６ ０
合計 21 ４ ９ ０ ８ ０

旧山陽町（平成 16 年１月 1日～平成 17 年 3月 21 日）
請求件数 公開 部分公開 非公開 不存在 取り下げ

町長部局 13 11 １ ０ １ ０
その他 １ １ ０ ０ ０ ０
合計 14 12 １ ０ １ ０
■問い合せ先　総務課（☎８２・１１２１）

個人情報保護制度の実施状況
旧小野田市（平成16年4月1日～平成17年3月21日）

請求
件数 開示 部分

公開
非公
開

不存
在

取り
下げ

市長
部局 ３ ３ ０ ０ ０ ０

その
他 ２ ０ ２ ０ ０ ０

合計 ５ ３ ２ ０ ０ ０

有

帆

市

ま

つ

り

●
と
き　

５
月
８
日
㈰　

８
時
30
分
〜
17
時

●
と
こ
ろ　

有
帆
公
民
館
前
広
場
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
体
育
館

●
内
容　

福
引
き
、
バ
ッ
テ
リ
ー
カ
ー
、
母

の
似
顔
絵
展
、子
ど
も
映
画
劇
場
（
10
時
、

13
時
の
2
回
）、
ら
く
が
き
コ
ー
ナ
ー
、

バ
ザ
ー
等

※
「
劇
団
・
鹿
島
寿
」
の
公
演
は
、
11
時
開

場
・
12
時
30
分
開
演
で
す
。

●
問
い
合
せ
先

　

有
帆
公
民
館
（
☎
84
・
４
０
９
０
）

　

児
童
手
当
は
、
小
学
校
第
３
学
年
修
了

前
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
人
で
、
前
年

の
所
得
が
一
定
額
未
満
の
場
合
に
支
給
さ

れ
ま
す
。　

支
給
額
は
、
第
１
子
お
よ
び

第
２
子
が
月
額
５
千
円
、
第
３
子
以
降
は

１
人
に
つ
き
月
額
１
万
円
で
す
。
支
給
は
、

認
定
請
求
の
翌
月
か
ら
に
な
り
ま
す
。

　

未
手
続
の
人
、
他
市
区
町
村
か
ら
転
入

し
て
未
届
け
の
人
、
ま
た
、
昨
年
所
得
限

度
額
を
超
え
た
た
め
受
給
で
き
な
か
っ
た

人
で
も
、
平
成
16
年
分
の
所
得
が
限
度
内

で
あ
れ
ば
、
平
成
17
年
度
に
受
給
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
認
定
請
求
の
手
続

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
せ
先　

児
童
福
祉
課　

（
☎
82
・
１
１
７
５
）

児

童

手

当

の

請

求

●
対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

①
山
陽
小
野
田
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

②
市
民
税
非
課
税
世
帯

③
現
に
介
護
保
険
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
る
人

●
申
請
方
法

　

高
齢
障
害
課
に
備
え
付
け
の
申
請
書
と
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
時
の
領
収
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
せ
・
申
請
先

　

高
齢
障
害
課
（
☎
82
・
１
１
７
１
）

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
負
担
金
の
一
部
助
成

◆◆◆　秋の花壇コンクール参加者募集　◆◆◆
○参加資格（花壇の広さ）　花壇面積が 6.6 ㎡（2坪）以上の個人、団体
※申込者には、6月中旬に厚陽公民館でサルビアとマリーゴールドの花の苗をお
渡しします。（栽培方法の説明もあります）

○申込期限　５月２５日㈬
○申　込　先　生涯学習課、教育委員会山陽分局、各公民館
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情報ひろば

叙
位
叙
勲　

従
六
位
瑞
宝
双
光
章

故　

田
中 

寅
雄
氏
（
大
字
山
川
）

　

去
る
１
月
30
日
に
逝
去
さ
れ
た
田
中
寅
雄
氏

は
、
旧
山
陽
町
立
厚
陽
小
学
校
長
、
埴
生
中
学

校
長
、
旧
山
陽
町
教
育
委
員
会
委
員
な
ど
を
歴

任
さ
れ
、
教
育
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

平成５年山陽町議会議
員初当選、通算３期。
元山陽町議会議長。

相
本 

繁
夫
氏
（　

山
二
丁
目
）

就 
任 
さ
れ
ま
し
た

　

こ
の
た
び
、
市
議
会
の
臨
時
会
に
て
議

長
、
副
議
長
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
就
任

さ
れ
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平成１７年度　暫定予算額 についてお知らせします

会 計  区  分 予  算  額

一 般 会 計 79億 3,649万 3千円

特 別
会 計

訪問看護ステーション事業 961万 8千円
土 地 取 得 223万 4千円
駐 車 場 事 業 515万 5千円
国 民 健 康 保 険 21億 3,513万 2千円
介 護 保 険 11億 8,393       万円
老 人 医 療 28億 8,428万 6千円
地 方 卸 売 市 場 事 業 554万 8千円
下 水 道 事 業 1億 7,601       万円
農 業 集 落 排 水 事 業 821万 1千円
小 型 自 動 車 競 走 事 業 51億 1,136万 6千円

企 業
会 計

水 道 事 業 3億 9,689万 4千円
工 業 用 水 道 事 業 9,113万 1千円
病 院 事 業 21億       9 万 2千円

市
議
会
議
長
【
新
任
】昭和 62 年小野田市議

会議員初当選、通算４
期。元小野田市議会議
長。

市
議
会
副
議
長
【
新
任
】

一
倉 

元
信
氏
（
千
町
四
）

予算作成にあたっての基本的な考え方

山陽小野田市の平成17年度の暫定予算が決まりましたので、お知らせします。
総額は220億4,610万円となり、うち一般会計は79億3,649万3千円となりました。(下記表参照） 

●４月から７月まで４か月分の経常経費（人件費、物件費、公債費等）、他会計への貸付
金、繰出金を暫定予算として計上しています。

●保険料、金融機関預託金など年間所要額を一括支払いするものについては、１年分を計上
し、公債費については７月末までに償還日が到来するものについてのみ計上しています。
市税、地方譲与税、地方交付税等一般財源収入についても、７月末までに歳入が見込まれ
るものについてのみ計上しています。

●政策的経費を盛り込んだ本予算については、新市長の予算査定により編成が行われる予定
です。

楴挺
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休日応急医

5月の各種相談

・小児科《診療時間9時～ 17時》　山陽小野田市休日急患診療所（保健センター内）　旭町　☎84-3632
小野田市医師会 厚狭郡医師会

内科 外科▲

5/3 ㈷ 山田循環器科内科 松岡整形外科 小児科内科溝部医院
新生町　☎83-8011　　 北竜王町　☎81-3818　　 千町五　☎73-0375　　▲

5/4 ㉁ 村上内科医院 森田病院 伊藤医院
日の出三丁目　☎ 83-1331　　 赤崎二丁目　☎88-0137　　 千町四　☎72-0033　　▲

5/5 ㈷ 小野田赤十字病院 小野田赤十字病院 河村医院
須恵東　☎88-0221　　 須恵東　☎88-0221　　 寝太郎二　☎72-0270　　▲

5/8 ㈰ 山口労災病院 山口労災病院 吉武医院
南中川町　☎83-2881　　 南中川町　☎83-2881　　 千町一東　☎72-1110　　▲

5/15 ㈰ 松浜内科医院 岡野整形外科 伯野耳鼻咽喉科医院
南松浜　☎88-2512　　 新有帆町　☎83-0062　　 常盤町　☎73-0059　　▲

5/22 ㈰ 小野田市民病院 小野田市民病院 埴生内科外科医院
旭町　☎83-2355　　 旭町　☎83-2355　　 東側　☎76-0151　　▲

5/29 ㈰ 長井内科医院 山口労災病院 あいべ内科クリニック
栄町　☎84-1815　　 南中川町　☎83-2881　　 宇部市船木茶屋　☎ 69-2678　　

小野田地域 山陽地域
ところ とき ところ とき

▲

法律相談 市民活動推進課
　9㈪・23㈪　13：00～ 16：00
※ 8：30から受付（先着 8人）

▲

行政相談 市民活動推進課 18㈬　10：00～ 12：00
山陽総合福祉ｾﾝﾀｰ 11 ㈬　9：30～ 12：00

▲

人権・
登記相談

市民活動推進課 10㈫　　9：30～ 12：00

中央福祉ｾﾝﾀｰ 17 ㈫　　9：30～ 12：00 埴生公民館 18㈬　9：30～ 12：00
赤崎公民館 24㈫　　9：30～ 12：00

▲

心配ごと
相談

赤崎公民館
高千帆福祉会館 　6㈮・25㈬　9：00～ 12：00

山陽総合福祉ｾﾝﾀｰ 11 ㈬・25㈬　9：00～ 12：00
埴生公民館 18㈬　9：00～ 12：00

▲

年金相談
市役所 1階
　第 4会議室 10㈫・24㈫　9：30～ 15：00 山陽総合福祉ｾﾝﾀｰ 26 ㈭　9：30～ 15：00

▲
健康相談 保健センター

12㈭・26㈭　9：00～ 11：30

山陽保健センター

12㈭　9：00～ 11：30
保健指導・栄養指導
※12日㈭は尿検査あり
※希望者には血圧・体脂肪測定、塩分
　テスト（みそ汁またはスープを盃１杯
　程度お持ちください）

保健指導・栄養指導
※12日㈭は尿検査あり
※希望者には血圧・体脂肪測定、塩
　分テスト（みそ汁またはスープを
　盃１杯程度お持ちください）

▲

児童問題
の相談

児童福祉課
　児童家庭係

毎週月～金曜　8：30～ 17：15
※平日夜間、土・日・祝日は中央児童
相談所（☎ 0839・22・7511）で受付

▲

交通事故相談 小野田警察署 毎週月～金曜　8：30～ 17：00 山陽総合事務所 12㈭　10：00～ 15：00

▲

税の相談 山陽総合福祉ｾﾝﾀｰ 　6/6 ㈪　10：00～ 12：00

▲

市民相談 市民活動推進課

随時（土・日・祝日を除く）

山陽総合事務所総務課

随時（土・日・祝日を除く）

▲

消費相談 商工労働課 山陽総合事務所産業課

▲

福祉相談 中央福祉センター 山陽総合福祉ｾﾝﾀｰ

▲

心の健康相談 宇部健康福祉ｾﾝﾀｰ 20 ㈮　13：30～ 15：00※要予約

※各種相談は、お住まいの地域にかかわらず、どの会場でも受けられます。

市民活動推進課 ☎82・1134 中央福祉センター ☎83・2050 赤崎公民館 ☎88・0162 高千帆福祉会館 ☎84・6200
健康増進課（年金相談） ☎82・1179 保健センター ☎84・1220 児童家庭係 ☎82・1175 小野田警察署 ☎84・0110
商工労働課 ☎82・1150 宇部健康福祉センター ☎31・3200 山陽総合福祉センター ☎72・1813 埴生公民館 ☎76・0066
山陽保健センター ☎71・1814 山陽総合事務所 ㈹☎72・1111 山陽総合事務所総務課 ☎71・1602 山陽総合事務所産業課 ☎71・1642
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55月のカレンダー

山陽オート開催日

2 月
3 祝
4 休
5 祝
6 金
7 土
8 日 有帆市まつり　8：30～17：00／有帆公民館

9 月
10 火
11 水
12 木
13 金
14 土

15 日 市民運動会厚狭大会 9:00～／厚狭・厚陽・出合 各小学校
※雨天の場合は22日

16 月
17 火
18 水
19 木

20 金
21 土

22 日 市民運動会埴生大会　9:00～／埴生小学校
※雨天の場合は２９日　　　　　

23 月
24 火
25 水
26 木
27 金
28 土
29 日 第１回市民ゴルフ大会　朝陽カントリークラブ

30 月
31 火
6/1水
2 木
3 金
4 土 寝太郎の里ホタル祭り 15:00～20:00／ゆめ広場　

5 日 かんきょうフェスタ　10:00～16:00／サンパーク

　

４
月
８
日
、
市
内
の
小
学
校
で
入
学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
津
布
田
小
学
校
で

は
11
人
の
新
１
年
生
が
元
気
い
っ
ぱ
い
に
校
門
を
く
ぐ
り
、
小
学
校
生
活
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
晴
れ
の
門
出
の
日
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
桜
も
見
ご
ろ
を
迎
え
、
少

し
大
き
め
の
制
服
姿
の
子
ど
も
た
ち
を
一
緒
に
お
祝
い
し
て
く
れ
ま
し
た
。

【
津
布
田
小
学
校
入
学
式
】

献血 ４日 ㉁ 10:00 ～ 16:00 小野田サンパーク
16日 ㈪ 9:00 ～ 11:30 太平洋セメント㈱

13:30 ～ 16:00 長州産業㈱
場外発売外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外
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さんようおのだ　まるごとウォッチング

江汐公園でつつじまつり
　4月 17 日、江汐公園で「つつじまつり」が開催

されました。当日は、咲き始めたコバノミツバツツ

ジなど約 5万本のつつじを楽しむのに絶好の日和。

特設ステージでの催しものなどを多くの人が楽しみ

ました。今年は、つつじだけでなく、散り始めた桜

の花吹雪も楽しめるといううれしいおまけ
4 4 4

もあり、

園内はお弁当を抱えた家族連れで、にぎわっていま

した。

花壇コンクール用の苗　育てます
　4月 20 日、厚陽公民館で、地元の老人クラブや

厚陽中学校の生徒が参加して、サルビアとマリーゴー

ルドの種まきを行いました。育てた花の苗は、6月

の花壇コンクール参加者に配布されます（8ページ

参照）。「新しく生まれた山陽小野田市も、花いっぱ

いのまちになるといいな。」と話すのは堀ゆかりさん

（厚陽中 1年）。みんなが願いを込めて育てた花が、

秋には市内のあちこちで見られることでしょう。

中学生英語暗唱大会
　3月 27日、中央図書館で「中学生英語暗唱大会」

が開催されました。28名の参加者の中から、優勝

したのは小野田中 2年の木元圭太君でした。また、

今夏に行われる中学生海外派遣事業の選考もあわ

せて行われ、上位入賞者 3名と抽選で選ばれた 3

名の計 6名が、姉妹都市のオーストラリア・レッ

ドクリフ市へ派遣されることが決定しました。

若山公園・竜王山公園でさくら祭り
　4月2日には若山公園で、3日には竜王山公園で、

「さくら祭り」が開催されました。例年に比べ桜の

開花が遅かったため、『さくら満開』とはなりませ

んでしたが、花見や催しを楽しもうとたくさんの

家族連れが訪れました。

▲

木
元
君（
中
央
）と
準
優
勝
の
伊
佐
康
平
君（
宇
部
フ

大
附
中:

左
）と
山
科
尚
子
さ
ん（
宇
部
フ
大
附
中:

右
）

▲

ド
ン
グ
リ
山
で
は
「
宝
さ
が
し
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
落
葉
の
中
の
お
宝
探
し
は
一
苦
労
で
す
。

▲

ス
テ
ー
ジ
で
の
催
し
を
楽
し
む
家
族
連
れ
（
竜

王
山
公
園
さ
く
ら
祭
り
）

▲

一
緒
に
な
っ
て
、「
夢
」
が
い
っ
ぱ
い
つ
ま
っ

た
種
を
ま
き
ま
し
た
。



「広報さんようおのだ」　2005/5/1　　ー12 ーー13 ー　　「広報さんようおのだ」　2005/5/1

えがお が いちばん!!

市政に対するご意見やご提案を
郵便、FAX、メールで受け付けています。

■申込先
〒756-8601山陽小野田市役所　市民活動推進課
（FAX）83・9336　（E-mail）mail@city.sanyo-onoda.lg.jp

　バス停の屋根やベンチについては、道路整備と同時に市
が設置することもありますが、基本的にはバス事業者が設
置します。
　バス事業者も経営面で厳しい状況にあり、屋根の新設は
難しいとは思いますが、ご要望の場所がありましたら、そ
の旨を事業者に伝えたいと思います。
　また、ベンチにつきましても、バス事業者に在庫があれ
ば対応できると思いますが、歩道がせまい場合などは設置
できないこともあります。この場合も、ご連絡いただけれ
ば、バス事業者に市から設置の要望をしていきます。

　市内のバス停留所には屋根や腰かけのない所が多く、雨
降りのときは雨をよけることができません。また、バスが
来るまでの時間が長く、座って待つことができればと思い
ます。市で何とかしてくれないのでしょうか？

（72歳　女性）

坂
さかえ

江　三
みさき

咲ちゃん（1歳）
『６月で２歳になります。最近は音楽を聴くと
おどったり、歌ったりしてよく遊んでいます。
やさしい女の子になってね。』（鴨庄）

江
えぐち

口　幸
さ や

弥ちゃん（3歳）
『パパとケーキと歌うことが大好き！最近は
話す言葉も増え、笑いの絶えない楽しい毎日
を送っています。これからも笑顔の素敵な家
族のムードメーカーでいてね。』（叶松一丁目）

質 問 「バス停の屋根、腰かけについて」

お答えします

人のうごき（４月１日現在）
世帯 27,215 世帯（－　　8）
男女 68,170 人 （－ 116）
男 32,186 人 （－　78）
女 35,984 人 （－　38）

※（　）内は３月２２日との比較

編集室の
ひとりごと

担当課　商工労働課（☎82・1150）

年明けから、私の後ろにピッタリとはりつ
いて離れなかったモノ・・・それは来る合併の
日、「3月 22 日」の影でした。それまでに
準備することがたくさんあるのはわかってい
たのですが、右往左往しているうちに、あっ
という間に暦は３月・・・二進も三進も（にっ
ちもさっちも）いかなくなって、最期の手段
は何とかの一つ覚えの「開き直り」・・・でも、
火事場の何やらとはよく言ったもので、こう
して新市の広報第３号を作成しているのです
から、人間、やればできるもんですよね、と
格言めいたことばかり書いてますが、広報編
集室も合併に伴い、広報広聴課から企画広報
課へ所属部署が変わりました。場所も以前と
同じ１階のフロアですが、少し奥に移動しま
した。変わらないのは今、私の横で睡魔に襲
われながらも、必死にパソコンのキーボード
をたたく編集室の面々・・・そういえば毎月の
ように繰り返しているこの仕事スタイルも全
然、変わってないような・・・「のど元過ぎれば
熱さ忘れる」・・・。（くろ）



ヤングテレホンさんようおのだ　☎84・2000
youngtel@city.sanyo-onoda.lg.jp

山陽小野田シティ・インフォメーション
FMきらら　毎週水曜13：00／土曜 8：50　80.4MHz

契約済区画
（4月26日現在）
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「タケノコのさつま揚げ風」
～春の香りと食感を食卓に～

■保健センター監修
■山陽小野田市食生活改善推進協議会

（厚陽地区）担当

今月のおすすめ料理 【栄養価（1人分）】エネルギー 231kcal ／たんぱく質 18.8g ／脂質 13.4g ／塩分 1.4g

Ⓐ

青葉台分譲中

ゆでタケノコ 350ｇ
木綿豆腐 １丁
小エビ 150ｇ
きくらげ（乾） 6ｇ
にんじん 20ｇ
三つ葉 １わ
しょうが 20ｇ
卵 １個
濃口しょうゆ 小さじ½  
塩 小さじ⅓  
片栗粉 大さじ１
揚げ油 適宜
ミニトマト ８個
パセリ 適宜
ポン酢 大さじ２

青葉台分譲中

作り方
❶豆腐は熱湯にほぐし入れ、一煮立ちしたらざる
に上げて冷まし、すり鉢に入れてすりつぶす。
❷タケノコは固い部分をフードカッター等で細か
くし、やわらかい所はみじん切りにする。
❸エビは背わたを取り、2cm幅に切る。
❹きくらげは水で戻し、せん切りにする。にんじ
んは 2cm長さのせん切りにし、三つ葉は 1cm
長さに切る。
❺①に②と卵、しょうがのおろし汁を入れて混ぜ、
③と④も加えてさらによく混ぜ合わせる。
❻手に水をつけ⑤を直径 5cm位の円形に整え、中
温の油でゆっくりと色よく揚げる。
❼器に盛り、ミニトマトとパセリを付け合わせ、
ポン酢を添える。

■分譲をご希望の方は、土地開発公社指定の
申込書を市役所２階の土地開発公社（財政
管理課内）に持参または郵送してください。

■区画面積、分譲価格等については土地開発
公社にお問い合せください。

※市のホームページにも掲載しています。
■問い合せ先
　〒７５６－８６０１
　山陽小野田市日の出一丁目１番１号
　山陽小野田市土地開発公社（☎ 82・1132）

材料（４人分）


